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平成２９年度第１回栗東市総合教育会議会議録 

 

開催日時   平成２９年５月３１日（水） １３：００～１３：４８ 

開催場所   栗東市役所４階第３・４委員会室 

市  長   議   長  野村 昌弘 

教育委員   委 員 長  福原 快俊 

       職務代理者  内記 一彦 

       委   員  池﨑 忠夫 

       委   員  林  史代 

       委   員  田中 和子 

事務局出席者 市民政策部政策監（伊丹）、元気創造政策課長 (駒井)、 

       元気創造政策課係長（太田）、教育部長（加藤）、 

       教育総務課長（川﨑）、教育総務課課長補佐（相宗）  

 

川﨑教育総務課長 

   皆さんお揃いになられましたので、ただいまから平成２９年度第１回栗東

市総合教育会議を開催させていただきます。 

   皆様には、御多用の中御出席賜りまして、大変ありがとうございます。 

   それでは、次第に沿って進めさせていただきますが、まず、市民憲章の唱

和をお願いさせていただきたいと思います。皆さん、御起立よろしくお願い

します。 

   それでは、前段を私が読み上げますので、後段、御唱和よろしくお願いし

ます。 

（市民憲章唱和） 

   ありがとうございました。 

   それでは、続きまして、市長より御挨拶いただきたいと思います。 

 

野村市長 

   改めまして、皆さん、こんにちは。 

   本日は、第１回目の総合教育会議をお願いしましたところ、大変蒸し暑い

中、そして、出にくい時間帯にも関わりませず、お集まりをいただきまして、

誠にありがとうございます。 

   教育委員の皆様方には、子供たちの教育をはじめ、栗東市の教育行政にお

力添えを賜っておりますことに感謝を申し上げるものであります。  

   いつも申し上げているわけでございますが、教育長とは週に３回話をして

おりまして、「総合教育会議というのは、教育委員会と市長とが意思疎通が
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できていないところが必要なものと違うか。」といった話をしています。

色々な課題が出てきても、やはり一緒になって解決をするという姿勢でこれ

からも臨ませていただきたいという思いから、また内部的にも本日の会議の

ような案件を整理しながら、やはり栗東市における教育の向上のために皆様

方の特段のお力添えをいただきますことを心からお願いを申し上げます。  

   結びになりますが、暑い時期が続きます。皆様方には、お体には御自愛を

いただきまして、今後とも御指導・御鞭撻をいただきますことをお願い申し

上げまして、冒頭に当たりましての御挨拶とさせていただきます。  

   よろしくお願い申し上げます。 

川﨑教育総務課長 

   ありがとうございました。 

   それでは、本日の議題に入らせていただきます。 

   ここからは要綱第４条の規定によりまして、会議の議長を市長にお願いし

たいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

（議長：野村市長） 

   進行をさせていただきたいと思います。御理解・御協力を賜りますように、

お願いを申し上げます。 

   それでは、議題の１番目、「「栗東市教育大綱」について」に入らせてい

ただきます。 

   説明をお願いします。 

駒井元気創造政策課長 

   元気創造政策課の駒井でございます。よろしくお願い申し上げます。  

   それでは、議題の１点目、「栗東市教育大綱」につきまして御説明させて

いただきます。資料の１ページ、資料１でございます。 

   「教育大綱」につきましては、「地方行政の組織及び運営に関する法律」

第１条の３におきまして、地方公共団体の長が定めるものと規定されてござ

います。本市におきましては、平成２７年度に教育大綱を策定いたしてござ

いますけれども、そのときには、「第１期栗東市教育振興基本計画」が策定

されておりまして、また、その計画期間も異なっておることから、別途、教

育大綱の策定が必要であったものでございます。 

   こうした中におきまして、昨年度、平成２９年度から平成３１年度を計画

期間といたします「第２期栗東市教育振興基本計画」が策定されたところで

ございます。 

   「教育大綱」と「教育振興基本計画」との法令上の位置づけ等につきまし

ては、資料１ページ中段の表のとおりでございます。根拠法令、策定義務、

策定者、内容に差異がございます。次ページをお開きください。 
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   文部科学省通知の抜粋を記載しておりますが、「教育大綱」と「教育振興

基本法」との関係につきましては、「地方公共団体において、教育基本法第

１７条第２項に規定する教育振興基本計画その他の計画を定めている場合に

は、その中の目標や施策の根本となる方針の部分が大綱に該当すると位置づ

けることができると考えられることから、地方公共団体の長が、総合教育会

議において教育委員会と協議・調整し、当該計画をもって大綱にかえること

と判断した場合には、別途、大綱を策定する必要はないこと。」とされてご

ざいます。 

   今回、新たに策定をいたします、「栗東市教育大綱」につきましては、目

標や施策の根本となる方針の部分が、「第２期栗東市教育振興基本計画」と

合致するものと考えることから、当該通知に照らしまして、「第２期栗東市

教育振興基本計画」を「栗東市教育大綱」に代えることと判断いたしたく、

御提案申し上げる次第でございます。  

   また、「大綱」の計画期間につきましては、「教育振興基本計画」と同様

に、平成２９年度から平成３１年度までの３カ年を考えております。  

   御審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

（議長：野村市長） 

   この総合教育会議につきましては、教育の条件整備などを重点的に講ずべ

き施策について、協議・調整する場であるとされています。  

   ただいまの事務局の説明に対して、皆様方から御意見をいただけましたら

と思いますが、いかがでしょうか。 

内記教育長職務代理者 

   今、説明がございましたように、「教育振興基本計画」を「教育大綱」に

代えるということができますので、今回、ちょうど平成２９年度スタートと

いう形で「第２期教育振興基本計画」を設定されましたので、これを「教育

大綱」という形でしていただいたら結構かと存じます。 

（議長：野村市長） 

   はい。ほか、皆さん何かございますか。  

池﨑委員 

   今、説明をいただいたとおりだと思います。  

（議長：野村市長） 

   はい。ありがとうございます。 

   私から確認ですけれども、今、施策的にずっと教育方針等いろいろなこと

を出していただいているものに基づいて方針を出していただいていますか。 
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、今日的課題、例えばこの前から出ている小学校のエアコンの設置のこと、子供

のいじめの問題、その他いろいろ時代に応じて変えていかないといけないも

のが、そのままになっているものがないか、教育委員会として確認は取れて

いますか。 

川﨑教育総務課長 

   はい、基本計画を策定するにつきましては、以前の総合教育会議の場でも

御審議いただいていると思いますし、いろいろな施策に合致する部分、今後

取り組んでいかなければならない部分、特に、２番目でもまた申し上げます

けれども、学校の環境設備の関係や、人権教育の関係等について第１期計画

を踏まえた上で、新たに第２期計画を策定いただいておりますことから、先

ほどの説明のとおり、「大綱」を市の方針という形で、読み込んでいただけ

ましたらと考えております。 

（議長：野村市長） 

   はい。それで結構でございますし、私から一つお願いをしておくとすると、

先ほどのように財政措置が必要な部分とか、今日的課題に対して手立てをし

なければいけない部分として、この計画にこだわらずに、計画以上のことを

しなければならない事象が出たときには、しっかりと対応をしていただきた

いと思います。私どもとしましても、この点については整備をいたしますの

で、教育委員会でもお願いをしたいと思います。教育長も、この点はよろし

くお願いします。 

    

   ただいまの提案について、お諮りしたいと思います。 

   そうしましたら、「教育振興基本計画」を「教育大綱」に対応するものと

して、代わるものとすることについて、皆様方御異議ございませんでしょう

か。 

（「異議なし」の声あり） 

（議長：野村市長） 

   はい。ありがとうございます。異議なしということですので、提案どおり、

「教育大綱」に代わるものとして、「教育振興基本計画」を位置づけさせて

いただきます。 

   続きまして、議題の２番目、「市内児童生徒数の将来の推移に伴う課題に

ついて」、事務局から説明をお願いします。  

川﨑教育総務課長 

   教育総務課の川﨑でございます。 

   それでは、２点目の「市内児童生徒数の将来の推移に伴う課題について」

御説明させていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。  
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   資料２をご覧ください。 

   これにつきましては、市内児童生徒数の将来推移ということで、毎年度５

月１日現在の、いわゆる５．１調査、あるいは、また国立社会保障・人口問

題研究所の地域の将来推計人口を基礎としまして算出させていただきました。 

   まず、中学校の結果でございます。右から数えて６列目の「必要教室数」

については、いわゆる将来の生徒数の推移から判断しました許容教室数に関

してでございます。 

   中学校につきましては、平成４０年度まで一応推計しておりますが、許容

教室数を超えるものはございませんでした。今のところ、部屋の数は足りて

いるところでございます。 

   次に、小学校でございまして、２ページにわたっております。次のページ

をごらんください。 

   平成３５年度までの将来推計値を算出しておりまして、一番右の列が許容

教室数の最大数で、右から数えて３列目がその必要数の推移でございます。

治田小学校をごらんください。この学校につきましては、平成３２年度には

これを超えてしまうということが推測されております。  

   さらに、一番下の段の葉山東小学校でございますが、平成３１年度にはこ

れを超えるというような結果になりました。  

   加えて、補足になりますが、資料の次の次のページでございますが、簡単

な地図で申しわけございませんが、葉山東小学校区におきましては、小野地

先で現在８３区画が造成されておりまして、間もなく新築住宅が建築される

予定でございます。 

   また、次のページでございますが、治田小学校区では、川辺地先で昨年度

あたりからから住宅開発が４カ所で進んでおり、合計で申し上げますと２３

２区画が造成されるようになっております。既に７４区画が入居済みで、残

り１５８区画が今後建築されていくだろうということでございます。しかし、

この推計値の中にはこうした事情が反映されておりませんので、場合によっ

ては、若干前倒しになってしまうというケースも起こり得ると想定されます。 

   こうした児童生徒数の増加が推定される中で、これに対応するためには、

教室の確保が必要になってきまして、それは喫緊の課題でもございます。用

地や財政上の問題等、いろいろなことを十分考慮した上で、先ほども申し上

げましたように、学校施設環境の整備を図っていく必要があり、また、今後

の人口推移を十分に注視しつつ検討していかなければならないと考えており

ます。以上でございます。 

（議長：野村市長） 

   今、現状５．１調査の状況を含めて、課題も含めて説明をいただきました。
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皆様方から御意見をいただければと思いますが。  

田中委員 

   質問、よろしいですか。 

（議長：野村市長） 

   はい。田中委員どうぞ。 

田中委員 

   資料２の表なのですが、「補正後１年生」という欄と、必要教室数の計の

右の「特別支援学級を除いた数」については、通常学級の数であろうかと思

うのですが、特別支援学級が何学級できるかというようなことは、将来予測

が難しいと思いますが、そのあたりはどのような予想でなされたものかお聞

かせください。 

川﨑教育総務課長 

   議長、よろしいでしょうか。１年生の補正につきましては、先ほど申し上

げました５．１調査、それと合わせまして、国立社会保障・人口問題研究所

が人口の関係で調査・研究をしておりまして、平成２５年の段階で、栗東市

はこういうように人口が推移していくだろうという数字をもっておりまして、

その中で見てとれる、いわゆる増加率も、１歳から１５歳につきましては減

少するだろうというように予測されております。その辺の事情で必要となっ

てきたものが「補正係数」ということでございます。これは若干程度しか減

らない、将来的には平成５２年頃からまた増加するというような見込みも立

っておりますが、その場合に用いる補正ということでございます。 

   また、特別支援学級につきましては、一人１室、一つの部屋にする場合も

ございますし、それは今後どのように推移していくかというのは、全く不透

明なところでございます。場合によっては二つに分けたりとかすることも可

能だということもございますので、確定するような推移というのがなかなか

見込めないので、一旦、それを除外した形で数字もお示しするために、この

ような見え方をするような表をつくらせていただいたところでございます。

以上でございます。 

池﨑委員 

   この表から教えてもらいたいのですが、治田小学校の児童数が３年後には

相当増えてくることになり、現在、治田小学校は工事中ですが、このことを

見込んでの工事になっているのですか。  

（議長：野村市長） 

   はい、事務局。 

川﨑教育総務課長 

   これにつきましては、いわゆる大規模改造工事で実施しており、いわゆる、
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老朽化に伴う施設の更新の時期がございましたので、国の補助をもらいなが

ら、内装備等の整備をする事業になりまして、増築の場合につきましては、

別途の工事が必要になってくるということでございます。 

（議長：野村市長） 

   これからは増築の場合も国の補助金の対象としていきたいと考えています

か。 

川﨑教育総務課長 

   今申し上げたように、治田小学校で言いますと、平成３０年度には限度に

達して、平成３２年度には超えますし、葉山東小学校も平成３０年度には限

度に達して、平成３１年度には超えます。このため、これから国への要望に

つきましては、平成３１年度に間に合うような形になってくるかと思います。 

葉山東小学校については、会議室を教室として使っておられるというよう

なこともございますので、早急に対応が必要かと思いますので、できるだけ

早く、必要に応じて、例えば、年度内に急遽進めていく必要も起こり得ると

いうことは考えております。以上でございます。 

内記教育長職務代理者 

   治田小学校の話なのですけれども、目川地先の区画整理で児童数が増えた

ということは聞いていますけれども、川辺地先でこのような大規模の開発は

初めて見たのですけれども。 

   治田小学校の敷地自体に場所があるのかと。増築するぐらいの敷地はある

かもわからないですけれども、そのあたりは何か考えておられますか。 

川﨑教育総務課長 

   先ほどの説明の中でも申し上げましたが、資金繰りの関係、用地の関係も

ございます。それにつきましては、今のところ想定している部分というもの

は一応ございます。それにつきましては、３階部分と２階部分の増築を想定

しています。平成３５年には３０教室ということで、新たに５部屋が必要に

なってきますので、２階の部分であれば３階を足さないといけないことにな

ります。３階部分がエレベーターで上がれないということも起こりますので、

可能ならば３階に棟を広げていく必要があるのかと想定している場所はござ

います。このため敷地内に今のところ収まるのではないのかと考えておりま

す。 

林委員 

   今もう既にいっぱいに近いところなのですけれども、もし人数が想定して

いる人数よりも１人２人でも増えたらクラスが増えるということは、十分起

こり得るじゃないですか。その場合、とりあえず、対応できる方法はあるの

ですか。今言われたように、会議室をつぶして教室にするようなスペースと



 

8 

 

はあるのでしょうか。 

川﨑教育総務課長 

   その辺は、学校との間の協議になってくると思いますし、特別支援教室の

こともございます。例えば、年度前にこうした事情が分かればよいのですが、

万が一の場合仮設的な建物で対応されてきた経過もございます。そのために

も、人口の増加につきましては十分に注視して、どのような方法が必要なの

かということは対応しなければいけないと考えております。 

加藤教育部長 

   特に、治田小学校は、現在の開発の住宅戸数とか言いますと、確実に仮設

校舎ではもう足りなくなる状況で、現在におきましても２５教室に対して２

４教室を使用しているということになります。このため、現在、国庫補助で

建物を建てる場合の整備資格面積を既に保有しておりますので、増築をどの

タイミングでやっていくかという形になっております。  

   先ほど、場所の問題もございましたように、増築するにしても、もともと

狭隘な運動場の部分ですので、今現在、先ほども説明ございましたように、

３階建ての棟の一番端が昇降口になっています。現在、中央の昇降口を全て

使っているということになりますので、その辺の推移を見て、今の昇降口か

らの建物に対して３階建ての２スパンでするという形ができると、比較的、

今現在、中庭に昔から柳の木があるのですが、それにも影響がない形で工事

ができるということを想定させてもらっています。 

   そういう意味で、増築につきましては、できるだけ今年度につきましても

中長期財政見通しにもあげさせていただいておりますので、確実に増築が必

要になると思っていますので、早い段階で建築はさせていただきたいと思い

ます。今現在は、平成３０年度にも建築できるような形で要望はしてもらっ

ており、最短では平成３１年度から使えるように考えております。 

林委員 

   ありがとうございます。 

田中委員 

   治田小学校につきましては、敷地が非常に限られていますので本当に御苦

労されておられると思います。葉山東小学校には、敷地はたっぷりあります

ので、両校に若干違いはあるところですが、住宅が造成されることに伴う人

口増は、この児童数の見通しには入っていないとの説明でしたが。 

川﨑教育総務課長 

   先ほど、説明させてもらったのですけれども、既に７２区画が入居はされ

ておられ、在住の方の将来の児童数の推計値については把握しておりますの

で、その数値は入れさせていただきました。 
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   ただ、今後、どのような世代の方々が入居されるかということは、なかな

かその辺は読みにくい部分もございますので、この中の表には反映はしてお

りません。 

田中委員 

   ３階になりますと、いくつ教室が増えることになりますか。 

川﨑教育総務課長 

   ２教室ずつが３階建てで、最高で６教室が必要かと思います。 

田中委員 

   最短、前倒しで平成２９年度設計ということですか。 

川﨑教育総務課長 

   それにつきましては、市長も少しおっしゃっていただきましたように、国

に関して要望はしていきますし、いろいろな形で補助金のエントリーがござ

いますので、できるだけそういった援助も受けながら進めていかなければな

らないのかと考えております。 

田中委員 

   私も治田小学校に在職していたときがありまして、平成２４年度時点では

もう、児童数の増加が見られる状況にありました。教室が足りない等の不安

定さがあるということは、保護者をはじめ、地域の方々の不安要素になって

しまう可能性もありますので、どうか不安感ができるだけ大きくならないよ

うに、学校長を始め連携をとっていただいて、早目に安心される材料を提供

いただいて、教育に没頭できますようにお願いしたいと思います。 

（議長：野村市長） 

   教育長、この件について何かありますか。 

福原教育長 

   今、田中委員がおっしゃっていただいたように、地域の方からも、大丈夫

なのかというお声もいただいています。それについては、学校を通じて何ら

かの形で保護者の方々、地域の方々に、最終的な形ではありませんけれども、

計画についてお伝えができるようにさせていただきたいと思います。ありが

とうございます 

池﨑委員 

   葉山東学区につきましても、保育園・幼稚園の入所に影響がないのかと思

います。 

（議長：野村市長） 

   保育園・幼稚園関係については治田学区でも関係しますでしょうし、施設

整備については教育委員会総務課でも考えてくれていると思います。また子

ども・健康部でも施設整備の関係については、話をしてくれていると思いま
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す。 

駒井元気創造政策課長 

   ただいまの御質問でございますけれども、当然ながら、幼稚園、小学校、

それに付随した児童館、学童保育所についても児童数が超過することが考え

られますので、その点は担当部署で、特に治田学区、葉山東学区につきまし

ても、計画を立ててございます。 

   また、先ほどもお話ございました、中長期財政見通しの特定事業を財政課

で調整させていただいてございますけれども、その中にも、今おっしゃって

いただいた葉山東学区、治田学区の小学校・幼稚園等々も含まれております

ので、十分精査しながら計画を立てていきたいと考えてございます。  

（議長：野村市長） 

   特に、保育園については、小規模保育、家庭的保育等の子ども・子育て支

援事業計画の見直し等で、今年度霊仙寺地先にも小規模保育の保育所整備を

図りました。民間の力を活用した方が国からの支援も多くありますので、公

と民間の誘致等の整理をしていこうという話をしております。 

   現段階ではまだまだ十分ではありませんが、整理をしてまた皆さんに報告

できるようにしていきたいと思っております。  

   他に御意見はありますか。それでは、御意見もないようですので、こうし

た状況にあって、これから迅速にいろいろな対応を図っていくというような

ことを御理解いただけましたらと思っております。 

   次に進ませていただきます。 

   それでは、その他事項に入らせていただきます。 

   教育長から説明をお願いします。 

福原教育長 

   失礼いたします。資料３をご覧いただけますでしょうか。 

   先日、近畿と全国の教育長協議会に出席させていただき、文科省からたく

さんの資料をいただきました。その中で文科省から、「地方財政措置をして

いる文科省の事業については、今後の教育環境の整備等に実際に関わること

なので、総合教育会議を通して教育委員の皆さん、それから市長部局の皆さ

んにぜひ紹介をしていただき、御理解をいただいておいてください。」とい

うお話がございましたので、御紹介させていただくものでございます。  

   資料３の１枚目にありますように、地方財政措置ですので地方交付税交付

金で措置をしているという計算ですので、文科省がこういうように事業を進

めていきたいと考えているというところで、学校教材の整備について書かれ

ています。 

   次が、学校図書館の関係で、図書館の古い図書を新しくするということ、
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そして、新聞の配備、また司書教諭ではなくて、学校に司書を配備する学校

司書に対して、これだけの予算をつけていますという説明がございました。

学校司書の配置率につきましては、全国で５０％にはなっているということ

で、今後の課題として検討していかなければならないと考えるところでござ

います。 

   資料に書かれています２２０億円というお金は、国全体ですので、これを

おおよそ計算して１００分の１が県に配分され、またそのうちの１００分の

１か２が市に配分されるということになります。実際にこれは県の方針にも

関わってくるところですが、図書館の教育読書の推進につきましては、いず

れこういうことが課題になってくるだろうということでございます。 

   そして３つ目が、教育の情報化、ＩＣＴの活用についてということで、国

も４年連続で予算をつけるということでございます。これも、地方交付税の

措置ですので、おおよその計算なので、後で説明をさせていただきます。 

   資料をめくりまして、ＪＥＴプログラムが載っておりますが、ＪＥＴプロ

グラムは大変お金がかかりますので、これについては本市では民間の業者に

委託しているという形でございます。 

   少しめくっていただきまして、カラーのページがございますのでそこをご

覧いただきたいと思います。 

   カラーのページの一番初めに、学校教材の整備の進め方がございます。こ

ういう形で補助が出ますという内容でございます。当然のことですが、補助

の有無に関わらず、進めていかなければならないことでございますので、省

略させていただきます。 

   その次のページに、「学校図書館図書整備等５か年計画」というものがご

ざいます。今申し上げましたように、古い図書を新しく買いかえるという部

分です。そして、学校に新聞を置き、あるいは、司書の配置をするというこ

とが資料としてまとめられているところでございます。 

   そして、その次のページが、ＩＣＴの環境整備ということでございます。

さらに資料をめくっていただきまして、「教育のＩＴ化に向けた環境整備４

か年計画」が出てまいります。ここに国の「第２期教育振興基本計画」で目

標とされている水準ということで、「教育用コンピュータ」、これはコンピ

ュータ室には一人１台分、そして、各教室に１台、特別教室に６台配備を基

準としており、また、持ち運べる可搬用のコンピュータないしタブレットを

４０台を基準として考えているようでございます。  

   栗東市では、ＩＣＴをどのように活用していくかということにつきまして

は、今後また御相談させていただいて検討したいと考えておりますが、草津

市のように一人１台タブレットをを使ってというようなことではなく、資料
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下にございますように、みんなで情報を共有できるような大型のディスプレ

イ、あるいは電子黒板、あるいはプロジェクター等を整備して、加えて教室

のタブレットないしコンピュータを接続して授業に活用していけるような環

境と、インターネットの接続環境の整備をしていくような方向で進んでいけ

たらと考えているところです。この件は、今後の検討課題にさせていただき

たいと思います。 

   その次のページは、これまでの加配の教員の定数を基礎定数、定数の中に

含めるということで、良いことと悪いことと両面がございますけれども、今

後の１０年間に実施するということが、今後の課題です。これらは、県の方

に配置される教員の数に影響してくるということで、これは別に具体的なと

ころで御説明をさせていただきたいと思います。本日は省略させていただき

ます。 

   最後に、一番裏のページになりますが、学校施設等の大規模改造事業への

支援充実ということで、例えば、治田小学校の大規模改修等は、国庫の補助

はその３分の１になります。あとの３分の２は、市の方で実質的に負担をし

て起債をはるという形になるわけでございます。これまでは、その３分の１

が限度でしたけれども、３分の１に今度はその起債の部分の元利償還金のう

ちの３０％を交付税措置するということで、実質的な栗東市等の地方負担枠

は小さくなります。大規模改修、そして新規の増築等に関わりましては、ま

た別の補助になると思いますけれども、このように国も考えているという説

明がございました。 

   また、具体的には、一つ一つまた御相談をさせていただくべきところです

けれども、国の方ではこのように考えているという説明がございました。 

   以上、御報告でございます。 

（議長：野村市長） 

   委員の皆様方から、何かございますでしょうか。  

田中委員 

   「後で詳しく別の機会に」と言ってくださいましたので、その機会を待と

うと思いますが、一番最後の「３分の２を市で負担」というあたりが、緩和

していくと思いますが、そういうことですね。 

福原教育長 

   本当はこの大規模改修の補助金を国庫で採択してくれるわけですけれども、

それがなかなか採択してもらえないという状況にあります。全体の予算の総

額が減っておりますので、改修しようとしてもなかなかすぐに国の補助がも

らえないというような状況が続いています。しかし、一旦かかった場合に、

全体の枠が減っているので、地方負担を少しでも軽減しようということで、
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地方交付税措置ではありますけれども３分の２のうちの３０％を財政措置す

るということなので、実質的には減っているわけですが、この件は改めて御

説明させていただきます。 

田中委員 

   わかりました。 

（議長：野村市長） 

   今のところは、私も東京へ陳情に行くたびに文科省の施設整備課に寄って

いるのですけれども、補助の絶対枠が全部減っております。東日本大震災以

後、申請した治田小学校、治田西小学校、金勝小学校の大規模改修について

も、１年遅れで採択される状況が続いています。 

   金勝小学校は、体育館のトイレの改修の補助はトレセンの環境整備事業を

使わせていただいたりとか、事務局サイドもいろいろ工夫をしてくれていま

すので、できるだけそうしたものを活用できればと思います。 

   私も長い間議員から市長をさせてもらっており当時のことを覚えています

が、栗東西中学校の増築工事をしたときには、７割程度国の補助がありまし

た。ちょうど私が市議会議長を終えたときで、緊急経済対策で採択されたこ

とがありました。今後も、いろいろな補助等に関する情報を教育委員会、ま

た政策部局でも掴んでもらい、できるだけみんなが動いて、採択されるよう

にしていきたいと思っています。 

田中委員 

   よろしくお願いします。 

（議長：野村市長） 

   ありがとうございます。よろしいでしょうか。 

   私から、一つ申し上げたいことがございます。  

   入学式等での来賓の人の紹介の方法について、肩書き等についても正式名

称および名前を、顔と名前が一致するように丁寧に紹介をしていただくよう

に改めていただくように、教育委員会で検討いただけましたらと思います。 

また、観音寺地先等から通ってくる子どもたちの教育を受ける環境につい

て、僻地指定とか通学面での何か支援策に御協力をお願いしたいなと思って

おります。これまで、同地域ではまちづくりで移住環境を作っていった経過

もございますと、私から教育委員会の中でも御議論いただきますようよろし

くお願いしたいと思います。 

 

   それでは、委員の皆様方から何かありますか。なければ、後の進行は事務

局に返させていただきます。ありがとうございました。  

川﨑教育総務課長 
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   御審議、どうもありがとうございました。本日いただきました内容につき

ましては、今後また各事項につきまして方向づけをさせていただきたいと思

いますので、どうぞよろしくお願いします。  

   それでは、これをもちまして、第１回の総合教育会議を閉会いたします。  

   どうもありがとうございました。 

 

閉会宣言 １３時４８分 


